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平
成
23
年
度
只
見
町
職
員
（
作
業

療
法
士
、
理
学
療
法
士
）
採
用
候
補

者
試
験
を
行
い
ま
す
。

一
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

作
業
療
法
士
又
は
理
学
療
法
士

1
名
程
度

二
、
受
験
資
格

　

資
格
免
許
を
有
す
る
者
、
又
は

平
成
23
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
者
。
住
所
、
年
齢
は
不
問
。

三
、
試
験
の
方
法

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

▽
書
類
審
査

▽
作
文
試
験

▽
面
接
試
験

四
、
試
験
の
期
日
・
会
場

▽
期
日　

申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
（
10
月
初
旬
頃
の
予
定
）

▽
会
場　

只
見
町
役
場
（
福
島
県

　
　
　

南
会
津
郡
只
見
町
大
字

　
　
　

只
見
字
雨
堤
１
０
３
９
）

五
、
給
与
等

　

初
任
給
は
、
本
町
の
給
料
表
に

よ
る
が
、
こ
の
ほ
か
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
期

末
手
当
、
勤
勉
手
当
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

六
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

▽
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
企
画
課

又
は
朝
日
、
明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

で
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え

て
役
場
総
務
企
画
課
又
は
朝
日
、

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は

返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

　

平
成
22
年
5
月
24
日
か
ら
8
月

27
日
ま
で
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、

8
月
25
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
企
画
課
総
務
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
０
５
０

　

福
島
県
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
を
希
望

さ
れ
る
方
は
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

【
大
学
卒
程
度
】

①
昭
和
56
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
元

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平

成
23
年
3
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者

【
高
校
卒
程
度
】

　

平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

【
警
察
官
Ａ
】

　

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成

23
年
3
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者

【
警
察
官
Ｂ
】

　

昭
和
52
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者
で
警
察
官

Ａ
の
受
験
資
格
を
有
し
な
い
者

【
市
町
村
立
学
校
栄
養
職
員
】

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者
で
栄
養
士

の
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
者

【
市
町
村
立
学
校
事
務
職
員
（
高
校

卒
程
度
）】

　

平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

●
試
験
内
容
（
予
定
）

【
第
1
次
試
験
】

　

教
養
（
多
枝
選
択
式
）・
専
門
（
多

枝
選
択
式
）・
専
門
（
実
技
）・
論
文
・

作
文
・
事
務
適
性

【
第
2
次
試
験
】

　

集
団
討
論
・
個
別
面
接
・
適
性
検

査
・
体
力
検
査
・
身
体
検
査
（
測
定
・

持
参
方
式
）

▼
問
い
合
わ
せ

人
事
委
員
会
事
務
局
採
用
給
与
課

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
０

今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税

REC
RU

ITM
EN

T

募

集

平
成
22
年
度

福
島
県
職
員
等
採
用
試
験

只
見
町
職
員（
作
業
療

法
士
、
理
学
療
法
士
）

採
用
候
補
者
試
験

６
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
1
期
）

●
水
道
使
用
料
（
1
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
6
月
分
）

馬ば

ば場　
　

悠ゆ
う

く
ん（
黒
谷
）

梁や
な
と
り取　

瑠る

な奈
さ
ん（
黒
谷
）

山や
ま
う
ち内
ひ
か
り
さ
ん（
梁
取
）

宇う

の野　

日ひ
な
た陽

さ
ん（
小
林
）

河か
わ
ら
だ

原
田
茜あ
か
ね音

さ
ん（
大
倉
）

渡わ
た
な
べ部　

悠ゆ
あ
ん行

く
ん（
黒
谷
）

横よ
こ
や
ま山　

晃こ
う
た汰

く
ん（
楢
戸
）

虫歯のない子

5
月
18
日

三
歳
児
健
診
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明和地区センター

図書室☎ 86-2111

●
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
て
ら

れ
て
い
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
助
け
る
た
め
に
、
児
童
の
母
や

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
て
も
、
父
の

心
身
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
受
給
資
格
者
】

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
（
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
と
き
は
20
歳
未
満
）
児
童

を
監
護
し
て
い
る
母
又
は
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

①
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
）

③
父
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
が
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童
（
未
婚
の
母
の
子
）

⑧
孤
児
な
ど
で
、
父
母
が
い
る
の
か

否
か
不
明
の
児
童

【
手
当
の
額
】

▽
全
部
支
給　

４
１
，
７
２
０
円

▽
一
部
支
給　

９
，
８
５
０
円
～

　
　
　
　
　

４
１
，
７
１
０
円

※
一
部
支
給
は
所
得
に
応
じ
て
、

10
円
単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
制
限
】

　

受
給
資
格
者
及
び
そ
の
生
計
を
同

じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の

所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
、

手
当
の
全
部
又
は
一
部
が
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
20
年
4
月

よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
か
ら

5
年
を
経
過
す
る
な
ど
の
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
期
間
が
満
了
す
る

月
の
2
ヵ
月
前
に
町
か
ら
「
重
要
な

お
知
ら
せ
」
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
に
手
当
て
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
関
係
書
類
を
期
限
ま

で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
又
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

児
童
を
監
護
又
は
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
受
給
資
格
者
】

　

身
体
又
は
精
神
に
中
度
又
は
重
度

の
障
が
い
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

又
は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
。

　

申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
７
０
１
０

６日　観光まちづくり協会定時社員総会
７日　南会津地方町村会総会
８日　国道252号六十里越雪わり街道「只見－魚沼間」再開

通記念イベント
10日　福島県林業協会監事会
11日　福島県水道協会定期総会
12日　定例庁議、JA会津みなみ本店総務部長来庁
13日   企業訪問活動のため群馬県他出張
14日　会津ただみ振興公社取締役会
16日　ただみ・ブナと川のミュージアム再オープン記念事業加賀美

幸子アナウンサー朗読＆講演会
17日　南会津防犯協会連合会総会、南会津地方緑化推進委

員会総会、会津総合開発協議会南会津地方部会総会、
極上の会津プロジェクト協議会総会、消防ポンプ操
法大会選手結団式

19日　全国治水砂防協会通常総会、ダム・発電市町村活性
化実現大会定例総会

20日　「全国森林環境税創設」総決起大会及び定例総会、道
路整備促進期成同盟会全国協議会通常総会、安全安
心の道づくりを求める全国大会、福島県選出国会議
員要望活動

21日　福島県総務部村田部長来庁
24日　奥会津五町村活性化協議会第１回定期総会、只見川

電源流域振興協議会定期総会
２5日　地域連携室との意見交換会、湯ら里株主総会、南会

津地方町村議会議長会との懇親会
２6日　福島県町村会定期総会、福島県鉄道活性化対策協議

会総会
２7日　福島県林業公社通常総会
２8日　只見小学校体育館起工式、会津縦貫南道路整備促進

期成同盟会役員会及び総会
２9日　会津みなみ農業協同組合通常総代会、只見OZONE 

CAMP
30日　水の郷ウォークin梁取
31日　社会福祉法人南会津会評議員会及び理事会、南会津

地方広域市町村圏組合管理者事務引き継ぎ

町 長 室 日 誌
〈　5　月　分　〉

平成22年度
財団法人会津若松文化振興財団 事業紹介

【問い合わせ】
會津風雅堂　☎0242－27－0900

開　催　日　時 事　業　名 会　場

7月2日（金）
　①10：00～
   ②13：30～

中学生芸術鑑賞教室
劇団ポプラ
ミュージカル

「 火垂るの墓 」

會津風雅堂

内　容

短編戦争文学作品「火垂るの墓」（著者：野坂昭如・直木賞
受賞）初のミュージカル化。遊び興じることもできずに戦
争の悲運を背負わされ、命を寄せ合う兄妹ふたりの物語。
原作：野坂昭如、演出：木島恭（「はだしのゲン」で東京都
優秀児童演劇賞受賞）

開　催　日　時 事　業　名 会　場

8月25日（水）
　18：30～

仙台フィルハーモ
ニー管弦楽団演奏会

會津風雅堂

内　容

日本交響楽振興財団による東北地区巡回企画公演の一環と
して競輪の補助を受けて開催するオーケストラ公演。
指揮：本名徹次（郡山市出身）、ソリスト・演奏曲目は調整中。

各
種
扶
養
手
当
の
支
給
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人のうごき

あ
と
が
き

▽
6
月
に
入
り
、
田
植
え
作
業
も
ひ
と

段
落
、
稲
の
苗
が
き
れ
い
に
並
ん
だ
田

ん
ぼ
に
は
澄
ん
だ
水
が
張
ら
れ
緑
豊
か

な
辺
り
の
山
々
を
映
し
だ
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
春
の
田
園
風
景
を
眺
め
て

い
る
と
、
何
と
な
く
気
持
ち
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
き
ま
す
。
▽
こ
の
、
普
段
見

慣
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
の
こ
と
に
つ
い
て

調
べ
る
イ
ベ
ン
ト
が
梁
取
地
区
で
行
わ

れ
地
元
の
小
学
生
な
ど
が
、
カ
エ
ル
や

ド
ジ
ョ
ウ
、
フ
ナ
、
ヤ
ゴ
な
ど
を
網
で

捕
ま
え
、米
を
収
穫
す
る
だ
け
で
な
い
、

生
き
物
が
生
息
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
環
境
も
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
っ
て
凄
い
で
す
ね
。

町民の消息

平成22年5月1日現在
人　口　　  ４，９７１（+ ２）
　男　　  　２，３６６（+ １）
　女　　  　２，６０５（+ １）
世帯数　  　１，８８２（+ ５）

高齢化率　　４１．7％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　24　転出　19　出生　4　死亡　7

明和地区センター

図書室☎ 86-2111

沖方丁／著（角川書店）
　福島市在住の著者による、
第7回本屋大賞受賞作。四代
将軍家綱の時代に、日本初
の国産暦を作成し実に823
年振りに改暦を実現させた
渋川春海の半生。保科正之、
水戸光圀、関孝和などそう
そうたる時代の申し子たち
に囲まれ、一途に仕事を愛
し、数々の挫折を乗り越え、
歴史に残る偉業を成し遂げ
るまでを、軽やかにそして
爽やかに描ききった歴史エ
ンタテインメント。

★天地明察

国文太一・ケンタロウ／著（M.Co.）
　ご存知TOKIOのメンバー
国文太一と料理研究家ケン
タロウのレシピ本ができま
した。肉多目でガッツリ系
のメニューが中心なところ
はいかにも「男子」ですが、
おしゃれな写真とかわいら
しい2人の掛け合いが、従来
の「男の料理」というイメー
ジにはない仕上がり。タレン
ト本というところを差し引い
ても美味しそうで楽しそう
で一見の価値あり！です。

★太一×ケンタロウ 男子ごはんの本

まちづくり推進員
渡部　敦子

★図書室に関する要望や購入図書の希望など、　
　お気軽にお寄せください。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、届出の
　ときにその旨をお伝えください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

（5月₁日〜5月31日届出分・敬称略）

■お誕生おめでとうございます
五十嵐　千

ち ひ ろ

紘（男／和　弘・佳　子）　只　見
■ご結婚おめでとうございます

只　見　二 階 堂 陽 介  ♡ 三春町　佐 久 間 聡 美
南会津町　酒 井 　 俊 介  ♡ 只　見　目 黒 　 寿 美
大　倉　佐 藤 　 政 利  ♡ 小　林　渡 會 　 千 恵
■おくやみ申し上げます

藤　田　ノブヱ 　　　98才　　　　只　　見
梅　宮　豊　次 　　　90才　　　　楢　　戸
渡　部　新　吉 　　　79才　　　　長　　浜
小　林　義　弘　　　79才　　　　黒　　谷
渡　部　政　守　　　65才　　　　黒　　谷
増　田　タ　ネ　　　84才　　　　小　　川
目　黒　和　弘　　　51才　　　　福　　井
三　瓶　徳　夫　　　83才　　　　大　　倉
星　　　キチエ　　　85才　　　　福　　井


